
（仮称）新岩屋・新尻労風力発電事業環境影響評価準備書に対する

環境の保全の見地からの意見

１ 配慮書に対する経済産業大臣意見に対し、既設の風力発電所における鳥類の死

骸確認事例を踏まえ衝突事故の原因等の検証を行い環境保全措置等の検討を実施

するとしているが、本準備書に当該検証結果が示されていないことから、検証を

行った上で、必要な環境保全措置等について検討し、その結果を環境影響評価書

に記載すること。

２ コウモリ類の音声モニタリング調査について、専門家から調査期間が中途半端

であり、事後調査を十分に実施するよう助言を受けているにもかかわらず、事後

調査計画では音声モニタリング調査を行わない計画であることから、再度、複数

の専門家から意見を聴取した上で、適切な音声モニタリング調査の手法を検討し、

その結果を環境影響評価書に記載すること。

３ バットストライク・バードストライクに関する事後調査について、各風力発電

機を中心に、地上からブレード先端部までの長さを調査半径とする円内を調査範

囲としているが、周囲の地形や植生の状況から、衝突個体の死骸を十分に確認で

きない可能性が高いことに加え、スカベンジャーにより当該死骸が消失するおそ

れもあることから、複数の専門家から意見を聴取した上で、より実効性のある調

査の手法を検討し、その結果を環境影響評価書に記載すること。

４ ハイタカについて、北ノ沢地区のスギ林において営巣が確認されており、猛禽

類に関する既存の事例（クマタカ）を挙げて、工事騒音による影響が小さいと予

測しているが、当該事例はハイタカの事例ではないため、繁殖に影響を及ぼすお

それもあることから、複数の専門家から意見を聴取した上で、必要に応じて環境

保全措置を検討し、その結果を環境影響評価書に記載すること。



５ イスカについて、「本種が風力発電機付近でブレード回転域の高度を飛翔する

ことは少ないと考えられることから、ブレード等へ衝突する可能性は低い」と影

響予測しているが、空間飛翔調査において、対象事業実施区域内外で431個体が

確認され、そのうち、約25％に当たる108個体が同区域内のブレード回転域であ

る高度Mを飛翔していることから、ブレード等へ衝突する可能性の多寡について

は、複数の専門家から意見を聴取した上で再度検討し、その結果を必要な環境保

全措置と併せて環境影響評価書に記載すること。

６ 現地調査においてウツセミカジカ（環境省レッドリスト：絶滅危惧ⅠB類、青

森県レッドデータブック（2020年版）：ランクB）が確認されているが、表10.1.

4-60の重要な魚類（現地調査）に含まれていないことから、本種を同表の重要な

魚類（現地調査）に追加するとともに、本種への影響予測を行い、その結果を環

境影響評価書に記載すること。


